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論文内容要旨
 高赤方偏移の銀河の性質の研究は銀河の形成や進化を知る上で非常に重要である。ここ十年の聞に多
 くのうイマンブレイク銀河探査やライマンα輝線銀河探査が行われている。特に狭帯域フィルターを用
 いたライマンα輝線銀河探査は高赤方偏移の銀河を探査する非常に有効な手段の一・・つである。我々は,
 当時の銀河に対する理解をさらに深めるために,すばる望遠鏡主焦点カメラ(Suprime-Cam)と狭帯域フィ
 ルターNB816(中心波長8i50A,有効幅!20A)を用いた,赤方偏移5.7のライマンα輝線銀河探査を三つ行
 った。
 一つ目の探査は(〕reatObservatoriesOrighlsDeepSLlrveyの南北二つのフィールド(GOODS-N.GOODS-S)を
 対象に行った。この探査ではAdvallcedCameraforSurveys(ACS)による可視光多色の高空間分解能のデー
 タを利川している。この探査ではGOODSの二つのフィールド,探査体積にして8×!01Mpc3から14の赤
 方偏移5.7のライマンα輝線銀河候補を発見した。これらの中にはこれまでの探査で見つかっているライ
 マンα輝線銀河よりもライマンα光度が比較的暗いもの(およそ4×101コerg/s)が多く含まれており,当時の
 ライマンα光度の光度関数の暗い部分をうまく決めることが出来た。
 二つ目の探査はCosmicEvolutiollSL1rvey(COSMOS)のフィールドを対象に行った。この探査では2平方度
 という非常に広い領域をカバーしている。また,このACSによる五.11の高空問分解能のデータが利用可能
 である。この探査では探査体積にして!.5×IO6Mp♂もの広い体積から58の赤方偏移5.7のライマンα輝線
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 銀河候補を発見した。これらの中にはこれまでにほとんど見つかっていない,ライマンα光度が3×!oi3
 erg/sを超えるような非常に明るいライマンα輝線銀河も見つかっている。これによって,当時のライマ
 ンα光度関数の非常に明るい部分の振る舞いについてはじめて明らかにすることが出来た。また,この
 フィールドのライマンα輝線銀河のFWHMサイズを五、11のデータを使用して調べたところ,ほとんどが2
 kpc以下という非常に小さいサイズであることが分かった。さらに,これらのライマンα輝線銀河から当
 時の大規模構造の様子を二点角度相関関数を用いて調べてみたが,はっきりとした構造は確認できなか
 った。既に他の探査によって赤方偏移5.7での大規模構造が報告されていることから,この結果は大規模
 構造の成長の様子は場所によって大きく異なる可能性があることを示している。
 三つ目の探査はLockmanHolellortllwest(LHNW)フィールド,Lyllxフィールド,2つのSDSSクエーサー
 フィールド,SDSSJO338+0021(赤方偏移5、07),SDSSJO836+005!〔赤方偏移5.84)の計4つのフィールドに
 対して行った。この探査では,フィールド闘の比較,統合を容易にするために,データの質やライマン
 α輝線銀河の選出条件を出来るだけ合わせて行った。これらのフィールドの探査体積は,それぞれ1α
 Mpc3程度で,それぞれ6,6,7,及びIOのライマンα輝線銀河候補を得ることが出来た。それぞれのフィ
 ールドのライマンα光度が1013elg/sより明るいライマンα輝線銀河の数密度はいずれも2×105Mp♂前
 後でほぼ同じであった。これらのフィールドの結果を統合してライマンα輝線銀河の光度関数を調べた
 ところ,その結果は,これまで行われた赤方偏移3から6のライマンα輝線銀河探査による結果と矛盾は
 なかった。しかし,これまでの探査には選出条件等の違いによると思われる大きなばらつきが存在して
 おり,今回の結果はそのような影響が少ない,より信頼性の高い結果であると考えられる。また,これ
 らのライマンα輝線銀河の星形成の様子を調べたところ,どのフィールドにおいても、年齢が!び年以下
 という非常に若い銀河が多数存在することが確認できた。
 総合すると、これらの3つの探査によって、合計2×!06Mpc:1という大きな体積から合計!0!ものライマ
 ンα輝線銀河の候補を得ることが出来た。そして、それらのライマンα輝線銀河の研究から赤方偏移5,7
 のライマンα光度関数、ライマンα輝線銀河のサイズ、大規模構造の様子についての理解をより深める
 ことが出来た。
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 論文審査の結果の要旨
 安食優提出の博士論文は,銀河の形成と初期進化を明らかにするために,すばる望遠鏡(国立天文台)
 に装着された超広視野高性能カメラSuprime-Camを用いて高赤方偏移の銀河を観測し,それらの性質を系
 統的に研究したものである。赤方偏移5.7のライマンα輝線銀河(LAE)を選択的に観測するために狭帯域フ
 ィルターNB816(中心波長8150A,有効幅120A)を用い3種類のサーベイ観測を行った。(1)Great
 Obsel・vatoriesOrigil]sDeepSurveyの南北二つのフィールド(GOODS-N,及びGOODS-S):ハッブル宇宙望遠
 鏡(HST)のAdvallcedCameraforSurveys(ACS)による高空間分解能のデータを併用し,14個の赤方偏移5.7
 のLAE候補を発見した。この中には,これまで見つかっているLAEよりもライマンα光度が暗いものが多
 く含まれ,当時のライマンα光度の暗い部分の光度関数を決めることに成功した。(2)CosmicEvolutioll
 Survey(COSMOS)のフィールド:2平方度の領域をカバーし,HSTのACSによる高空問分解能のデータを
 利用して,58個の赤方偏移5.7のLAE候補を発見した。これらの巾にはこれまでにほとんど見つかってい
 ない,ライマンα光度が3×!013erg/sを超えるような非常に明るいLAEも発見され,当時のライマンα光
 度関数の非常に明るい部分の振る舞いがはじめて明らかにされた。また,LAEsのサイズは,ほとんどが2
 kpc以下という非常に小さいことが明らかになった。(3)LockmallHolellort11-west(LHNW),Lyllx,SDSS
 JO338+0021,及びSDSSJO836+0051の計4つのフィールド:このサーベイによって,従来にない高い精度
 でLAEの光度関数を導出した。また,年齢が1億年"、下と思われる非常に若い銀河が多数存在することを
 発見した。これらの研究から,赤方偏移5.7のライマンα光度関数,LAEのサイズ,そして大規模構造な
 どに関する新しい知見が得られた。これらの成果は,申請者が自立して研究活動を行うに必要な高度の
 研究能力と学識を有することを示している。したがって,安食優提出の博士論文は,博士(理学)の学位論
 文として合格と認める。
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